
こども若者家庭センターの設置について 

【設立の経緯】 

○ 令和４年度に成立した改正児童福祉法では、市区町村は、全ての妊産婦・子育て世

帯・子どもの包括的な相談支援等を行う「こども家庭センター」の設置が努力義務と

されました。 

○ 子育てに困難を抱える世帯が増加する中、こども家庭センターで、虐待等を含む児

童福祉と母子保健が適切に連携・協力した一体的な相談・支援の実施が求められてい

ます。 

【磐田市では】 

○ こども家庭センターの設置により、現在、本市が取り組んでいる「妊娠期から継続

した寄り添い型子育て支援施策」と「児童虐待防止施策」の一元化がさらに推進され

るものと考え、法施行に合わせ、令和６年４月に「磐田市こども若者家庭センター」

を設置するものとしました。 

【こども若者家庭センターの特徴】 

・「子育てサポートグループ」及び「こども若者相談センター」のすべての業務は、「こ

ども若者家庭センター」に移行後も引き継ぐ。

・新たに配置される統括支援員（母子保健と児童福祉双方について十分な知識を持つ

者）が中心となり、母子保健担当と児童福祉担当が連携・協力して、一体的に支援を

行う。

・地区担当保健師の切れ目のない子育て支援（i ぽーと）により、早期に支援が必要

な家庭を把握し、迅速に児童福祉の支援につなげることができる。

・保健師、教員、精神保健福祉士など専門職がそれぞれの専門性を生かしケースアセ

スメントをすることで、課題やニーズを深く汲み取ることができる。

・女性相談、若者相談機能も継続するため、母子保健や虐待対応とも連携した対応が

図られる。

資料５



妊産婦や子ども、子育て家庭に対する支援を一層充実させるため、令和６年４月にｉプラザ２階
南側に「こども若者家庭センター」がオープンしました。

妊娠や出産、こども・子育てに関す
る相談や、虐待、貧困、いじめ、不
登校、ヤングケアラーなどの相談、
さらに女性相談や若者相談など、さ
まざまな相談を受け付けています。

通常の窓口に加え、親子相談スペースや、プライバシーに配慮した個別の相談スペース等もご用意し、
様々な方の相談をお受けできるような空間になっています。
子育て世代以外の方でも、こども自身でも、ちょっと聞きたいことがあるとき、どこに相談したらよいか
迷ったとき、「こんなこと聞いてもいいの？」と思わずに、何でもお話しください。あなたの力になりま
す。

こども若者家庭センター
子育てサポートグループ 0538-37-2012 ／ 相談グループ 0538-37-2018

っ て ど ん な と こ ろ  

どんな相談をしたらいいの  誰 が いるの  
ｉプラザ３階にあった「こども未来課子育てサポート
グループ」と「こども・若者相談センター」がひとつ
になり、地区担当の保健師や保育士、教員などの専門
職や、各種相談窓口の担当が働いています。
母子保健部門と児童福祉部門が一体となり、より連携
を強化して、切れ目のない相談・支援を行っています。

妊娠から子育てまで、様々な不安
や悩みを保健師が支援します 

寄り添い型子育て支援(iぽーと)
母子健康手帳交付、赤ちゃん訪問
乳幼児健診、予防接種
子育て支援センター など

こどもに関する悩み、ＤＶ、
ひきこもりなど、こどもから若者、
女性の様々な相談に対応します 

こどもの性格、行動、養育に関する相談
いじめ、不登校、ヤングケアラーに関する相談
高校年代以降のひきこもり、不登校等の若者相談
DVや離婚問題などの女性相談
児童虐待防止対策 など

▲個別相談スペース

ど ん な こ と を
し て い る の  

誰でも利用していいの 

▲親子相談スペース

子育てサポートグループ 相談グループ

個別の相談スペースは
４つご用意しています！


